
令和４年度 河北町立小学校のあり方検討委員会 

 

 

 

日時 令和４年５月３０日（月）  

午後６時３０分～    

 

場所 河北町役場         

３階 ３０１会議室   

 

 

 

次   第 

 

  委嘱状交付 

 

 

 １ 開会 

 

 ２ 教育長あいさつ 

 

 ３ 自己紹介 

 

 

 ４ 河北町立小学校のあり方検討委員会の設置について 

 

 ５ 委員長の選任について 

 

 ６ 副委員長の選任について 

 

 ７ 河北町立小学校のあり方について（諮問） 

 

 ８ 今後の進め方について 

 

 ９ その他 

 

１０ 閉会 



令和4年度　河北町立小学校のあり方検討委員会　名簿

№ 氏名 委員区分 備考

1 後藤
ゴトウ

　貞義
サダヨシ

地区住民代表

2 眞木
マキ

　孝佳
タカヨシ

地区住民代表

3 大熊
オオクマ

　孝幸
タカユキ

地区住民代表

4 山田
ヤマダ

　剛
ツヨシ

地区住民代表

5 岡﨑
オカザキ

　喜代
キヨタカ

高 地区住民代表

6 砂田
スナダ

　哲
サトシ

地区住民代表

7 岡﨑
オカザキ

　学
マナブ

各学校の保護者代表

8 江目
ゴウノメ

　恭一
キョウイチ

各学校の保護者代表

9 和田
ワダ

　弥
ヤスコ

寿子 各学校の保護者代表

10 布川
ヌノカワ

　潤一
ジュンイチ

各学校の保護者代表

11 堀米
ホリゴメ

　亮平
リョウヘイ

各学校の保護者代表

12 八矢
ハチヤ

　悠輔
ユウスケ

各学校の保護者代表

13 杉浦
スギウラ

　真美
マミ

各学校の保護者代表

14 加藤
カトウ

　桂三
ケイゾウ

各こども園・幼稚園保護者代表

15 浅黄
アサギ

　茂俊
シゲトシ

各こども園・幼稚園保護者代表

16 村田
ムラタ

　直樹
ナオキ

各こども園・幼稚園保護者代表

17 青柳
アオヤギ

　宏明
ヒロアキ

各こども園・幼稚園保護者代表

18 吉田
ヨシダ

　玲
レイコ

子 学童クラブ指導者代表

19 渡部
ワタベ

　美香
ミカ

学童クラブ指導者代表

20 石澤
イシザワ

　友章
トモアキ

各小中学校長

21 小林
コバヤシ

　聡
サトシ

各小中学校長

22 丹野
タンノ

　宏紀
ヒロノリ

各小中学校長

23 小山田
オヤマダ

　聡
サトシ

各小中学校長

24 須藤
ストウ

　里佳
リカ

各小中学校長

25 大泉
オオイズミ

　裕之
ヒロユキ

各小中学校長

26 鈴木
スズキ

　和彦
カズヒコ

各小中学校長

27 真木
マキ

　𠮷雄
ヨシオ

学識経験者

板坂
イタサカ

　憲
ケン

助
スケ

教育長 事務局

秋場
アキバ

　弘昭
ヒロアキ

学校教育課長 事務局

吉田
ヨシダ

　仁志
ヒトシ

教育主幹 事務局

大泉
オオイズミ

　雅志
タダシ

課長補佐 事務局

秋葉
アキバ

　千絵
チエ

指導主事 事務局







河北町立小学校のあり方検討委員会設置要綱 

 

 （設置及び目的） 

第１条 本町の児童数の長期的な見通しを踏まえながら、子ども達にとってより良い教育

環境の確保と多様な教育活動に対応できる町立小学校のあり方及び将来の学校像等

に対する本町の基本的な方針について全町的な視点に立って幅広い見地から検討す

るため、河北町立小学校のあり方検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置

する。 

 （所掌事務） 

第２条 検討委員会は、前条の目的を達成するため、河北町教育委員会（以下「教育委員

会」という。）の諮問に応じ、調査及び検討を行い、教育委員会に答申するものとす

る。 

 （組織） 

第３条 検討委員会は、委員３０人以内で組織し、次に掲げる者のうちから教育委員会が

委嘱する。 

 (１) 学識経験者 

 (２) 地域住民を代表する者 

 (３) 各小中学校長 

 (４) 各小中学校の児童生徒の保護者を代表する者 

 (５) 各放課後児童クラブの指導者代表 

 (６) 各認定こども園及び各幼稚園の保護者を代表する者 

 (７) その他教育委員会が適当であると認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補充委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によって定める。 

  ２ 委員長は、検討委員会を代表し、会務を総理する。 

  ３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

 



 （会議） 

第６条 検討委員会は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

  ２ 検討委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことはできない。 

  ３ 検討委員会の議事は、会議に出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

  ４ 検討委員会は、必要があると認めたときは、関係者に会議への出席を求め、又は

関係者から意見若しくは説明を聴取し、若しくは資料の提示を求めることができる。 

 （庶務） 

第７条 検討委員会の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 

 （補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、教育委員

会が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 





 

   令和 4 年 3月 25 日 厚生文教常任委員会資料  

学校教育課 

 

河北町立小学校のあり方検討委員会の設置について 

 

１ 概要 

本町の児童数の長期的な推移と多様な教育活動に対応するため、令和 4年度に河北

町の小学校のあり方検討委員会を設置し、町立小学校の今後のあり方や将来の学校像

等に対する基本的な方針について幅広い見地から検討する。 

   

 

２ 本町の小学校のあり方に係わる課題 

（１）児童数の減少と各学区による不均等 

  ①減少率 

  ２０１１年度（平成２３年度）１，０２６人 

  ２０２１年度（令和 ３年度）  ８１７人（△２０９人）△２０．４％ 

  ２０２７年度（令和 ９年度）  ６３９人（△１７８人）△２１．８％ 

 

 ②複式学級出現の可能性 

  令和６年度 北谷地小 令和８年度 西里小 令和９年度 溝延小 

 

  ③各校の人数の格差 

   法令上、学校規模の標準は学級数により設定されており、小・中学校ともに「12

学級以上 18 学級以下」と規定されているが、ただし、地域の実態その他の特別の

事情がある時はその限りでないとされている。（学校教育法施行規則第 41 条） 

   学校規模の適正化にあたっては、法令上標準が定められている学級数に加え、１

学級当たりの児童生徒数や学校全体の児童生徒数、それらの将来推計などの観点

も合わせて総合的な検討を行うことが求められている。 

                     

  令和３年度の学級数と児童数      R3.5.1 現在 

学校名 通常学級数 児童数 

西里小学校 ６ ８３ 

溝延小学校 ６ ７０ 

谷地中部小学校 １４ ３８２ 

谷地南部小学校 ６ １７１ 

谷地西部小学校 ４（複式２） ３５ 

北谷地小学校 ６ ７６ 

 

 



 

（２）学校施設の状況 （各校の建築年） 

学校名 建築年 建築年数 

西里小学校 昭和６０年 築３６年 

溝延小学校 平成 ４年 築２９年 

谷地中部小学校 平成１３年 築２０年 

谷地南部小学校 平成 ９年 築２４年 

谷地西部小学校 昭和６２年 築３４年 

北谷地小学校 平成 ７年 築２６年 

 

 

３ 検討委員会での検討事項（案） 

 （1）小学校の適正規模（学級数等）・適正配置について 

   ・小学校の児童数の推移について（各校・学年ごと、全体数） 

   ・児童数の減少に伴い予想される課題（複式学級等）について 等 

   

 （2）町立小学校の今後のあり方や学校の目指すべき姿・将来像等について 

   ・子どもたちのとってのよりよい教育環境の構築について（求められる施設・設

備、多様な教育への対応、コミュニティスクールとの関わり等）  

     

４ 検討委員会委員（30 人以内） 
⑴ 学識経験者 

 ⑵ 地域住民を代表する者 

 ⑶ 各小中学校長 

 ⑷ 各小中学校の児童生徒の保護者を代表する者 

 ⑸ 各放課後児童クラブの指導者代表 

 ⑹ 各認定こども園及び各幼稚園の保護者を代表する者 

⑺ その他教育委員会が適当であると認める者 

 

  

 

 

 



 保護者のみなさんへのアンケート

※　あなたのお子さんの就学状況（○をつけてください）

就学前（幼稚園・こども園等）

小学校低学年

小学校中学年

小学校高学年

問１　子どもにとって、望ましい学校はどのような学校だとお考えですか。

　　  （５つまで選択可）

１．学力を高める学習をしている学校

２．生活の知恵や就業に向けた知識・技能を指導している学校

３．子どもたちのよさを活かす指導が行われている学校

４．礼儀正しい挨拶ができる子どもを育てる学校

５．体験的な学習の機会が多い学校

６．ＡＬＴ・ＡＥＴ等の外国語指導助手を有効に活用している学校

７．いじめのない学校

８．健康・体力づくりの取組みが充実している学校

９．行事が充実している学校（運動会や作品展など）

10．蔵書が多く、読書活動に力を入れている学校

11．コンピュータなどＩＣＴ機器が充実して利活用が進んでいる学校

12．校舎・校地がきれいで、緑豊かに整備されている学校

13．教材・教具が整っている学校

14．相談体制が整っている学校

15．特にない

16．その他 →

※　あなたのお住まいの小学校区名をお書きください



問２　学校教育で「学力」を高めるために、どのような取組みが重要だと思いますか。

　　　（３つまで選択可）

１．学ぶ意欲を引き出し、探究的な授業を行う

2 ．少人数学級によって指導を充実する

3 ．他者と協働し、様々な考えに触れる場面を設定する

４．小グループに分けた指導を充実する

５．地域の人材を活用した学習を充実する

６．複数の教師によるきめ細かな指導を行う

７．読書時間を充実する

８．個の特性を生かしながら、コンピュータなどICT機器をうまく使った授業を行う

９．幼稚園・保育所と小学校が連携し、小学校へのスムーズなつなぎをめざす

10．小学校と中学校が連携し、学習・生活両面のスムーズなつなぎをめざす

11．町内の小学校の指導をそろえる

12．高校教員と中学校教員の交流

13．宿題などの家庭学習を定着させる

14．わからない

15．その他 →



１．全町的に学区を見直す

※１を選択した方に伺います。町全体での適切な学校数は何校と考えますか。

１校

２校

２．一部地域の学区を見直す

３．複式学級が見込まれる場合に、学区の再編等を進める

４．現状のままでよい

５．わからない

６．その他 →

　

　　　

　

問３　下の資料を参考に、河北町のすべての児童が適正な教育環境を確保するために、対応と
して適切と思われるのはどれですか。（１つ選択）

○表の色付き（太字）のところは複式学級の出現を表します。北谷地小は令和６年度から、西里小

は令和７年度から、溝延小は令和８年度から複式学級が出現します。
※複式学級とは、他の学年の児童と合わせて１６人以下のときは、１学級となり１人の教師で２つの学年を

指導します。但し、１年生を含むときは８人以下となります。

資料 ＜今後の児童数の推移・複式学級の出現＞ 教育委員会独自調査

○年少組以降、各学年（年齢）の人数が１００人より少なくなります。
○中部小、南部小以外の学校で一桁の人数の学年が今後増えます。
○中部小で１歳～３歳で各学年１学級の年が出現の可能性があります。



問4　学校の再編を検討する上で、どのような取組みが必要と考えますか。（○を３つ）

１．再編後の学校の経営方針や教育課程の理解について

２．教師の指導体制について（複数での指導、個に応じた指導など）

３．教師の子ども理解、相談体制について

４．子ども同士の交流・かかわりについて

５．通学の方法について

６．通学路の安全確保について

７．保護者同士の交流・かかわりについて（PTA活動等）

８．地域とのかかわり・地域行事等への参加について

９．わからない

１０．その他 →

アンケートは以上です。ありがとうございました。


